<調査研究報告> つくば市甲山古墳の研究 : 調査報告編 by 筑波大学甲山古墳研究グループ & The research group for Kabutoyama Tumulus





















































































甲山古墳の発掘調査は，1981年 3月 3日から 5日にかけての墳丘測量の後，同年 3月 6日
から 3月 28日の約 3週間にわたって行なった。以下，日付を追ってその経過を記しておきたい。
3月 6日（晴れのち曇り）　午前 10時より地鎮祭。その後，墳頂部に 1辺 2mのグリッドを





















































































































































































































































































































本来の墳形を把握するために，幅 2m，長さ 11～ 16mのトレンチを設定した。南から反時
計回りに第 1トレンチ～第 4トレンチと称する。このうちに第 1および第 3トレンチは完掘し
たが，第 2と第 4トレンチは周溝の確認のみを行い，埋め戻した。いずれのトレンチでも出土
































































































































































































































































































































































































































































断面 a-a’と断面 b-b’は南北方向，断面 c-c’と断面 d-d’は東西方向に設定した。それぞれ，断
面 a-a’南側には第 2号棺，断面 b-b’の中央には第 1号棺，断面 d-d’には第 1号棺と第 2号棺の
一部がかかっている。いずれの断面でも現地表面下約 50cmの地点で石棺の蓋石上面を確認し






　（1）第 1 号棺（第 8 図）
主軸方向を N-16°-Wに向け，雲母片岩の平石を組み合わせて構築している 4)。石棺の平面
形は略長方形を呈し，内法で長さ 1.97m，幅 0.43m～ 0.53m，高さ（深さ）0.38mを測り，北
端に行くに従って僅かに幅広となる。
床石は基本的に長さ 80cm程の平石 2石よりなるが，南端で幅 30cm程の平石を載せ小口石
との隙間を塞いでいる。床石は壁体の平石の下端から 40cm程上の位置に置かれており，壁体
との合わせ目には白色粘土の目張りを施している。










　（2）第 2 号棺（第 9 図）
第 2号棺は主軸方向を N- 67°-Eに向け，第 1号棺に対してほぼ直交する向きに構築されて







壁体は，小口石各 1石，側石各 2石の計 6枚の平石で構成される。数の上では第 1号棺と同
じだが，幅（高さ）がより小さいものが選ばれている。小口石の場合，第 1号棺が 80cm前後



















第 1 号棺遺物出土状況 （第 10 図）　







第 2 号棺遺物出土状況 （第 11 図）
第 2号棺からは，4体分となる人骨および歯，鉄刀 4点，鉄鏃 87点，刀子 1点，青銅製鋲 6
























































































































































第 11 図　第２号棺遺物出土状況第 11図　第 2号棺遺物出土状況
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筑波大学甲山古墳研究グループ
鉄刀 3と鉄刀 4が鋒を西に，鉄刀 5と鉄刀 6が鋒を東に向けており，中央に向かい合うように



















1は，全長 109.0cm，身幅 3.4cm～ 4.3cm（鋒付近～関付近，以下同じ），棟幅 1.0cm，茎長
20.7cm，同幅 2.1cm（茎中央部，以下同じ）を測る。関は刃部側にあり，ゆるやかに湾曲しな







































　鉄鏃（第 13～ 19図，第 1表）
鏃身部の数量から計 87点を数える。単独で出土したもの（84）とまとまって出土したもの（1
～ 83＝鏃群 1・2・3）があり，計 4カ所から出土している。全体の種別の内訳は細根両刃式 36点，
細根片刃式 36点，平根腸抉柳葉式 10点，短茎式 5点である 6)。なお，鏃群ごとの組成や特徴
を捉えるため，本報告では分類ごとではなく鏃群ごとに記載する。




るもの（24～ 26）も少数存在する。腸抉を有する鏃には，鏃身長 2.7cm～ 3.0cmの長いもの（1


































第 14 図　鉄鏃実測図 (2)〔鏃群１〕第 14図　鉄鏃 図（2）〔鏃群 1〕
抉柳葉式が 10点，細根片刃式が 14点である。
29～ 32は，小型の短茎式である。ふくらの張りは弱く，直線的で比較的細身である。短
























い腸抉を有する。鏃身部長が 3.2～ 3.4cmと長いもの（83－ a～ e・i）と，2.8cmの短いもの
（83－ f～ h）に分類される。このうち鏃身部が長いものは，上記の鏃群 3の細根片刃式と同
様の特徴を有したものと評価できる。頸部関は台形関であるが，角関に近いものも存在する。
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第 18 図　鉄鏃実測図 (6)〔鏃群３〕






























第 18 図　鉄鏃実測図 (6)〔鏃群３〕






















ガラス製勾玉（第 22図 1～ 9）　ガラス製勾玉は，尾部を欠失した 1点（9）を含め，9点が
確認されている。





  紺色を呈する 2・4～ 9の 7点，およびくすんだ淡青色を呈する 3は，法量が長辺 15.7mm
～ 12.4mm，短辺 8mm～ 5.3mmの範囲で，概ね大きさが揃っている。形状は，頭部がやや扁







ガラス製小玉（第 22図 10～ 53）　ガラス製小玉は，44点が確認されている。法量はいずれ
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滑石製臼玉（第 22図 54～ 55）　2点出土している。54は，直径 5.5mm，孔径 2.3mm，厚さ
2.8mm～ 3.7mmである。厚さは一定でないが表面は平滑に仕上げられており，側面には縦方




















































































































































































































































～ 9は第 1トレンチ出土，10～ 26は第 4トレンチ出土のものである。1～ 9は長さ 7.7cm～
69
つくば市甲山古墳の研究
12.7cm，幅 5.3～ 9.2cmと比較的小型のものが多い。対して第 4トレンチ出土の 10～ 26は長
さ 8.8cm～ 17.1cm，幅 6.5cm～ 13.5cmと法量の差がやや大きい。とくに 24～ 26は重量にし





































































さらに第 2号石棺ついては，この 2体の成人男性骨とは別に，第 2号人骨の頭蓋付近に散ら
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はほぼ Broca 1度であるが，上顎右の犬歯・第一小臼歯と，上顎左の犬歯は同 2度である。




















































































は内法で長さ 1.97m，幅 0.43m～ 0.53mで，2体分（成人男性・成人女性）の人骨と鉄刀 2点
が出土した。第 2号棺は，内法で長 2.10m，幅 0.49m～ 0.56mであり，4体分の人骨（成人
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鏃身長 鏃身幅 鏃身厚 頚部長 頚部幅 頸部厚 茎部長
第１群
1 1 細根両刃式 (15.5) 3.0 1.2 0.4 8.0 0.7 0.5 (4.5) 1-3
2 1 細根両刃式 (15.0) 3.0 1.3 0.3 7.7 0.7 0.4 (4.6) 1-7
3 1 細根両刃式 (12.2) 2.9 1.2 0.3 8.1 0.6 0.5 (1.2) 1-8
4 1 細根両刃式 (13.5) 2.7 1.3 0.3 8.2 0.6 0.4 (2.8) 1-13
5 1 細根両刃式 (14.3) 3.0 1.1 0.3 8.3 0.7 0.5 (3.0) 1-6
6 1 細根両刃式 (15.2) 2.7 1.2 0.3 8.2 0.6 0.4 (4.4) 1-16
7 1 細根両刃式 (15.7) 2.6 1.3 0.3 8.7 0.6 0.4 (4.8) 1-27
8 1 細根両刃式 (12.0) 2.4 1.2 0.3 8.6 0.7 0.4 (1.1) 1-14
9 1 細根両刃式 (11.2) 2.7 1.2 0.3 8.2 0.6 0.4 - 1-9
10 1 細根両刃式 (11.3) 2.7 1.2 0.3 (8.5) 0.7 0.4 - 1-10
11 1 細根両刃式 (11.8) 2.9 1.2 0.3 8.7 0.7 0.5 (0.7) 1-11
12 1 細根両刃式 (11.0) 2.6 1.3 0.3 (8.7) 0.7 0.4 - 1-22
13 1 細根両刃式 (8.2) 2.7 1.3 0.3 (5.8) 0.6 0.4 - 1-24
14 1 細根両刃式 (14.6) 2.2 1.2 0.3 8.0 0.6 0.5 (4.6) 1-5
15 1 細根両刃式 (13.4) 2.5 1.2 0.3 8.0 0.7 0.5 (3.0) 1-12
16 1 細根両刃式 (11.7) 2.2 1.1 0.3 9.3 0.6 0.4 (0.3) 1-15
17 1 細根両刃式 (15.5) 2.4 1.3 0.3 8.7 0.6 0.4 (4.6) 1-17
18 1 細根両刃式 (14.7) 2.3 1.3 0.3 9.2 0.6 0.4 (3.5) 1-21
19 1 細根両刃式 17.5 2.3 1.3 0.3 9.2 0.6 0.4 6.3 1-20
20 1 細根両刃式 (15.4） 2.2 1.2 0.3 9.0 0.7 0.5 (4.4) 1-25 1-26と錆着
21 1 細根両刃式 (11.4) 2.4 1.3 0.3 8.8 0.6 0.4 (0.5) 1-23
22 1 細根両刃式 (10.0) (1.7) 1.3 0.3 (8.3) 0.6 0.4 - 1-19
23 1 細根両刃式 (11.1) 2.4 1.2 0.3 8.5 0.6 0.5 (0.5) 1-26 1-25と錆着
24 1 細根両刃式 (8.7) 2.8 1.2 0.3 (5.9) 0,7 0.5 - 1-1
25 1 細根両刃式 (10.9) 2.5 1.3 0.3 (8.4) 0.6 0.5 - 1-2
26 1 細根両刃式 (7.0) 2.3 1.1 0.3 (4.7) 0.6 0.4 - 1-18
27 1 細根両刃式 (2.4) (2.4) 1.2 0.3 - - - - 1-28
28 1 細根片刃式 (9.6) 2.7 0.9 0.3 (7.1) 0.6 0.4 - 1-4
第２群
29 2 短茎式 (4.3) 4.0 1.5 0.2 - - - - 2-28 2-27と錆着
30 2 短茎式 (4.3) 4.0 1.7 0.2 - - - - 2-29
31 2 短茎式 (4.6) 4.2 1.8 0.2 - - - - 2-30 緊縛糸残存？
32 2 短茎式 (3.4) (2.7) 1.6 0.2 - - - - 2-31
33 2 平根腸抉柳葉式 (11.6) 3.6 1.7 0.3 5.1 0.6 0.3 (3.6) 2-10
34 2 平根腸抉柳葉式 (10.7) 3.3 1.7 0.4 5.7 0.5 0.3 (2.3) 2-3
35 2 平根腸抉柳葉式 (11.5) 4.4 1.7 0.3 4.3 0.6 0.3 (3.8) 2-5 茎巻き残存
36 2 平根腸抉柳葉式 (11.4) 4.1 1.7 0.3 4.0 0.7 0.4 (3.6) 2-7













鏃身長 鏃身幅 鏃身厚 頚部長 頚部幅 頸部厚 茎部長
38 2 平根腸抉柳葉式 (6.4) 4.2 1.7 0.3 (2.9) 0.6 0.4 - 2-6
39 2 平根腸抉柳葉式 (7.5) (4.4) 1.8 0.3 (4.5) 0.7 0.3 - 2-9
40 2 平根腸抉柳葉式 (4.4) 4.1 (1.2) 0.3 (1.0) 0.6 0.3 - 2-1
41 2 平根腸抉柳葉式 (3.9) 4.0 1.7 0.3 - - - - 2-4
42 2 平根腸抉柳葉式 (4.2) 4.1 1.9 0.3 (0.5) 0.6 0.3 - 2-2
43 2 細根片刃式 (14.6) 3.3 0.7 0.3 9.1 0.6 0.4 (2.4) 2-18 口巻き残存
44 2 細根片刃式 (14.3) 3.4 0.8 0.3 9.0 0.7 0.4 (1.9) 2-19 口巻き残存
45 2 細根片刃式 (12.9) 3.4 0.8 0.3 9.1 0.7 0.4 (0.6) 2-20 口巻き残存
46 2 細根片刃式 (15.5) 3.3 0.9 0.3 8.9 0.7 0.4 (3.7) 2-25
47 2 細根片刃式 (13.5) 3.0 0.7 0.3 9.4 0.6 0.4 (1.4) 2-27 2-28と錆着
48 2 細根片刃式 (13.4) 3.3 0.8 0.3 9.0 0.7 0.4 (1.0) 2-15
49 2 細根片刃式 (14.2) (2.1) 0.8 0.3 9.3 0.6 0.4 (2.2) 2-16
50 2 細根片刃式 (13.9) (2.8) 0.8 0.3 9.3 0.6 0.4 (2.2) 2-17
51 2 細根片刃式 (16.4) 2.9 0.7 0.3 (9.5) 0.7 0.4 (4.5) 2-22 現状下半部欠損
52 2 細根片刃式 (12.8) 3.1 0.7 0.3 9.9 0.5 0.4 - 2-11
53 2 細根片刃式 (13.1) 3.1 0.7 0.3 9.6 0.6 0.4 (0.7) 2-12
54 2 細根片刃式 (8.0) (2.0) 0.9 0.3 (6.2) 0.6 0.4 - 2-13
55 2 細根片刃式 (6.3) 3.1 1.0 0.4 (3.4) 0.7 0.4 - 2-14
56 2 細根片刃式 (6.5) 3.5 1.0 0.3 (3.5) 0.6 0.4 - 2-26
57 2 細根片刃式 (7.4) 3.3 0.8 0.3 (4.2) 0.6 0.4 - 2-32
58 2 - (12.0) (7.3) 0.7 0.4 (4.6) 2-21 口巻き残存
59 2 - (11.2) (7.1) 0.6 0.4 (4.1) 2-23 Z-2-j②と錆着
60 2 - (9.5) (3.4) 0.7 0.4 (5.5) 2-24 Z-2-j①と錆着
第3群
61 3 細根両刃式 (9.5) (2.5) 1.4 0.3 (7.2) 0.6 0.4 - 3-1
62 3 細根両刃式 (11.9) 2.3 1.4 0.3 8.8 0.6 0.4 (0.9) 3-2
63 3 細根両刃式 (7.5) 2.7 1.5 0.3 (4.8) 0.7 0.4 - 3-3 3-4と錆着
64 3 細根両刃式 (10.6) 2.7 1.3 0.3 (8.2) 0.6 0.4 - 3-4 3-3と錆着
65 3 細根両刃式 (11.1) 2.7 1.5 0.3 (8.4) 0.6 0.4 - 3-8 3-9,10と錆着
66 3 細根両刃式 (14.4) 2.9 1.3 0.3 8.4 0.7 0.4 (3.5) 3-9
67 3 細根両刃式 (11.4) (1.4) (1.4) 0.3 9.3 0.7 0.4 (1.0) 3-10
68 3 細根両刃式 (7.4) 2.2 1.2 0.3 (5.2) 0.5 0.4 - 3-5
69 3 細根両刃式 (9.5) (2.2) 1.3 0.3 (7.3) 0.6 0.4 - 3-6
70 3 細根片刃式 (16.3) 3.2 0.9 0.3 9.2 0.6 0.4 (4.1) 3-11
71 3 細根片刃式 (17.9) 3.4 0.8 0.3 9.6 0.7 0.4 (5.0) 3-21
72 3 細根片刃式 (14.3) 3.1 0.9 0.3 9.5 0.7 0.4 (2.0) 3-16
73 3 細根片刃式 (15.2) 3.2 0.7 0.3 9.9 0.6 0.4 (2.4) 3-18
74 3 細根片刃式 (14.1) 3.3 0.9 0.3 9.7 0.6 0.4 (1.5） 3-19











色・透明度 マンセル値 長辺 短辺 幅
1 緑白色不透明 5G6/2 11.60 5.30 4.30 0.42 アルミナソーダ石灰 細かな気泡の充溢
2 紺色半透明 5PB3/8 15.10 8.00 4.70 0.84 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列
3 淡青半透明 2.5PB5/6 12.70 5.30 4.10 0.41 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列
4 紺色半透明 5PB２/6 13.50 6.20 3.80 0.44 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列
5 紺色半透明 5PB3/8 15.70 5.90 3.90 0.59 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列
6 紺色半透明 5PB２/6 12.60 7.30 3.80 0.49 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列
7 紺色半透明 2.5PB３/４ 12.40 5.70 3.60 0.41 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列
8 紺色半透明 5PB3/8 13.60 5.40 3.50 0.57 植物灰ソーダ石灰 頭から尾へ伸びる気泡列








1 6.9 7.2 1.5
2 6.0 7.4 1.7




4 5.2 7.6 1.5 赤色顔料付着
5 3.8 7.5 1.6




鏃身長 鏃身幅 鏃身厚 頚部長 頚部幅 頸部厚 茎部長
76 3 細根片刃式 (11.4) 3.2 0.7 0.3 (8.5) 0.6 0.4 - 3-14
77 3 細根片刃式 (12.4) 3.2 0.7 0.3 9.3 0.6 0.4 - 3-13
78 3 細根片刃式 (11.5) (2.4) 0.9 0.3 9.2 0.6 0.4 - 3-12
79 3 細根片刃式 (12.5) 3.1 0.8 0.3 9.4 0.6 0.4 - 3-15
80 3 細根片刃式 (6.9) 3.4 0.8 0.3 (3.5) 0.6 0.4 - 3-17
81 3 細根片刃式 (5.6) 3.3 0.9 0.3 (2.5) 0.7 0.4 - 3-20
82 3 - (14.2) - - - (8.5) 0.7 0.4 (5.7) 3-7
83-a 3 細根片刃式 (5.0) 3.2 0.7 0.3 (2.5) 0.6 0.4 - 3-23 鏃束
83-b 3 細根片刃式 (11.5) 0.7 0.3 0.6 0.4 - 3-24 鏃束
83-c 3 細根片刃式 (13.4) 3.3 0.9 0.3 (10.3) 0.6 0.4 - 3-25 鏃束
83-d 3 細根片刃式 (14.4) 3.3 0.8 0.3 10.1 0.6 0.4 (1.0) 3-26 鏃束
83-e 3 細根片刃式 (13.0) 0.7 0.3 0.7 0.4 - 3-27 鏃束
83-f 3 細根片刃式 (13.6) 2.8 0.9 0.3 9.9 0.6 0.4 (1.5) 3-28 鏃束
83-g 3 細根片刃式 (15.6) 2.8 0.7 0.3 8.5 0.7 0.4 (3.6) 3-29 鏃束
83-h 3 細根片刃式 (7.9) 2.8 0.7 0.3 (5.6) 0.6 0.4 - 3-30 鏃束
83-i 3 細根片刃式 (11.2) 3.4 0.8 0.3 (7.9) 0.6 0.4 - 3-31 鏃束
84 - 短茎式 6.1 6 4.1 0.4 - - - 0.5 重抉
85 - 細根片刃式 (3.7) 3.3 0.9 0.3 (0.9) 0.7 0.3 - 不明1
86 - 細根片刃式 (5.3) 2.9 0.9 0.3 (2.7) 0.6 0.4 - 不明2









第２表　青銅製鋲観察表 (第 21 図 )





色 マンセル値 径 高さ
10 紺色半透明 5PB4/6 3.25 2.15 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
11 紺色半透明 7.5PB2/6 3.75 1.50 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
12 淡青色透明 2.5B5/4 3.30 2.00 0.03 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰 破損
13 青色透明 5PB4/6 2.65 1.25 0.01 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
14 紺色半透明 5PB2/6 3.55 3.50 0.06 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
15 青色透明 5B4/8 3.50 2.15 0.04 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
16 青色半透明 5PB4/6 3.70 2.35 0.04 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
17 紺色半透明 5PB4/10 3.60 2.70 0.04 鋳造か Ⅲ類 低アルミナカリ 側面に突起状の溶け残り
18 紺色半透明 5PB3/8 3.90 2.85 0.06 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
19 紺色半透明 5PB3/8 3.45 2.20 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
20 紺色透明 5PB3/8 3.00 1.05 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
21 紺色透明 5PB4/10 2.80 1.65 0.01 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
22 紺色半透明 5PB4/10 3.50 2.45 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
23 紺色透明 5PB3/8 4.00 1.55 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
24 紺色透明 5PB3/8 3.00 2.00 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
25 淡青色透明 2.5B6/4 2.65 2.85 0.03 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
26 淡青色透明 10BG8/4 4.15 2.65 0.07 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
27 紺色半透明 5PB3/8 3.85 3.05 0.06 引き伸ばし Ⅰ類　 低アルミナカリ
28 紺色半透明 5PB3/8 4.00 2.40 0.05 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
29 青色透明 5PB4/6 3.35 1.65 0.03 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
30 紺色透明 7.5PB2/6 4.00 2.80 0.06 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
31 紺色半透明 5PB3/8 2.95 1.95 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
32 紺色半透明 6.25PB4/8 2.95 1.60 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
33 淡青色透明 5B4/8 3.70 2.10 0.04 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
34 紺色半透明 5PB3/8 4.05 2.70 0.06 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
35 紺色半透明 5PB3/8 4.20 2.65 0.06 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
36 紺色半透明 5PB3/8 3.65 2.15 0.04 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
37 青色透明 10B3/8 3.50 2.15 0.04 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
38 紺色透明 5PB4/10 3.10 1.70 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
39 紺色半透明 5PB3/8 3.40 1.70 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰 端面に同心円状の条痕
40 青色半透明 5PB4/6 3.00 1.75 0.02 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
41 紺色透明 5PB3/8 2.65 3.55 0.03 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
42 淡青色透明 10BG6/8 3.30 1.45 0.02 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
43 紺色透明 5PB3/8 3.10 2.10 0.03 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
44 紺色半透明 5PB4/10 4.15 2.30 0.04 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
45 紺色半透明 5PB3/8 2.90 3.55 0.05 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
46 青色半透明 5PB4/6 3.45 2.50 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
47 青色透明 5PB4/6 3.50 2.30 0.04 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
48 紺色透明 5PB3/8 3.00 2.70 0.03 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
49 青色透明 5B4/8 4.50 2.40 0.07 引き伸ばし Ⅰ類　 アルミナソーダ石灰
50 紺色半透明 5PB4/10 3.20 2.40 0.03 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
51 紺色半透明 5PB2/6 3.60 2.65 0.05 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰
52 紺色半透明 5PB3/8 3.70 2.85 0.06 引き伸ばし Ⅱ類 植物灰ソーダ石灰

































6 円筒 口縁部 - 0.8 - - タテハケ 6 ヨコナデ
1mm以下の雲母少量
2mm程度の白色粒少量
淡赤褐色 良 3 赤彩あり























茶褐色 良 1 赤彩痕あり





茶褐色 良 3 透孔　接合痕あり






砂礫混（雲母） 赤褐色 良 3























































19 円筒 胴部 - 1 台形 0.6 タテハケ 6 ナナメナデ
1mm以下の雲母中量
赤色スコリア少量
茶褐色 良 3 接合痕あり













第５表　埴輪観察表 (第 23 ～ 26 図 )第 5表　埴輪観察表（第 23～ 26図）
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- - タテハケ 7 ヨコナデ
1mm以下の雲母中量
赤色スコリア少量
茶褐色 良 3 指頭痕あり
































































口径 器高 底径 外面 内面 粒度 粒子































































第６表　土師器観察表 (第 29 図 )第 6表　土師器観察表（第 29図）
86
筑波大学甲山古墳研究グループ
口径 器高 底径 外面 内面 粒度 粒子
1 須恵器 坏蓋 - (2.9) 2.7
回転ヘラ
ケズリ

















































































































































































































第７表　須恵器・土師器観察表 (第 30 図 )第 7 　須恵器・土師器観察表（第 30図）
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1 7.7 6.7 4.6 199 1
2 8.9 5.3 3.2 135 1
3 9.9 5.7 4.6 245 1
4 8.1 7.3 4.4 209 1
5 8.6 6.7 5.9 370 1
6 9 5.9 5.1 359 1
7 10.2 5.1 3.4 150 1
8 11.2 9.2 3.3 251 1
9 12.7 9.2 6 482 1
10 10.8 10.4 4.6 380 4
11 9.7 8 4.4 312 4
12 10.6 9 4.7 439 4












14 10.2 7.1 3.7 225 4
15 8.9 7.5 5 358 4
16 12.5 9.3 4.9 581 4
17 17.1 9.5 5.9 879 4
18 8.8 7.3 3.8 260 4
19 10.6 7.4 4 240 4
20 9.2 7.4 4 219 4
21 11.5 6.5 4.4 239 4
22 12.9 10 6.5 640 4
23 15.1 11.3 5 720 4
24 16.1 12.9 6.3 1065 4
25 14.3 13.7 7 1153 4
26 16.8 11.3 7.1 1250 4
長さ 内径 外径












3 (14.1) 2.4 5.3 粗悪，砂礫多混（雲母　長石　石英） 淡灰色、黒灰色 良　二次焼成あり
4 (11.3) 3.2 7.6 粗悪，砂礫多混（雲母　長石　石英） 赤褐色～黒灰色 良　二次焼成あり
5 (9.9) 3.1 7.5 粗悪，砂礫多混（雲母　長石　石英） 赤褐色～黒灰色 良　二次焼成あり
6 (8.7) 2.7 6.1 砂礫多混（石英，長石多量） 黒灰色 良　二次焼成あり
7 (12.6) 2.9 7.0 砂礫多混（石英，長石多量　雲母少量） 淡灰色 良　二次焼成あり
法量(cm)図版

























































2. 第1号棺完掘状況（北から） 3. 第2号棺完掘状況（西から）
写真図版７
1. ・第 2号棺完掘状況（東から）









































































































































































































6 2号棺出土の 3号人骨の歯（写真上 2行）
　　と 4号人骨の歯（写真下）
4 2 2号人骨の頭蓋冠後
　 　
2号棺出土の 1号人骨の頭蓋冠左側面観
